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三菱ふそう 

フィンランド北部で DBシェンカーが「eCanter」を導入し、寒冷地での性能を実証 

 

2024年 3月 28日 

 ヨーロッパ最大の物流業者DBシェンカーが電気小型トラック「eCanter」の新型モデル2台を導入、

2024年初頭よりフィンランドで稼働開始 

 欧州で稼働するダイムラートラックの電気トラックの中でも最北に位置する北極圏付近にて、極寒の

寒冷地での運用 

 新型「eCanter」に新たに装備されたバッテリープレコンディショニング機能が航続距離の維持をサ

ポートし、寒冷地での有用性を実証 

 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長・CEO：カール・デッペ
ン、以下 MFTBC）は、大手国際物流業者の DB シェンカー(本社：ドイツ・エッセン、CEO：ヨヘン・テ
ヴェス)が、2024年1月にフィンランドで車両総重量(GVW) 7.5トンの電気小型トラック「eCanter」新型
モデル2台を導入したことをお知らせします。 

 

DB シェンカーが導入した2台のうち１台は、積雪が多く気温がマイナス30℃にも下がる北東部の
都市クーサモで、ラストワンマイルの配送向けで運用されています。この車両は、現在「eCanter」
が活用されている地域の中でも最北に位置します。同社が導入したもう1台は、クーサモから南西
約200kmに位置するオウルで稼働中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪のフィンランドを走る eCanter 
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フィンランドでの「eCanter」の運用 

DB シェンカーは、これまでヨーロッパ全土で50台の従来モデルの「eCanter」を導入しています。同
社は新型「eCanter」2台を新たに導入するにあたり、寒冷地での電気トラックの使用における先入
観の払拭も視野に入れ、新型モデルの導入を決定しました。DB シェンカーのクーサモの物流拠
点で「eCanter」を運転する同社のドライバーは、この数週間で1,200 km 以上を走行し、「eCanter」
の優れた性能を実証しています。極めて低い気温の寒冷地でも、車両は問題なくスムーズに運行
しています。 

 

電気式バッテリープレコンディショニングの利点 

フィンランドでの「eCanter」の運用において、車両の稼働開始前にバッテリーを適切な温度にする
バッテリープレコンディショニングが重要な機能となります。新型「eCanter」で新たに搭載したバッ
テリープレコンディショニング機能は、車両の走行開始前に、「eCanter」のバッテリーを予熱するこ
とが出来ます。これにより、低い気温の寒冷地でも、車両の走行性能を向上させることが出来ま
す。 

 

DB シェンカーのドライバーであるサミ・マアッタ氏は、「『eCanter』のバッテリーがゼロになって立ち
往生したことは、これまでありません。自分が担当する走行ルートも、他の車両のルートも、
『eCanter』が寒冷地でも問題なく走行できる性能に合わせて計画しています」と話します。寒冷時
と異なり、暖かい季節では、車両の走行計画はより容易になります。DB シェンカーは、年間を通じ
て「eCanter」の運用において新しい経験を積むべく、日々の稼働を行っています。 

 

持続可能な物流の戦略 

DB シェンカーのフィンランドにおける輸送責任者であるヘラルド・キナピネン氏にとって、
「eCanter」の運用は同社の戦略の一部として位置付けしています。 「私たちはお客様とともに、
フィンランドにおける持続可能な物流の先駆的役割を果たしたいと考えています。CO₂排出量を削
減するためにも、電気トラックを活用した輸送への投資は不可欠です」。フィンランドでは、小口輸
送が輸送の大きな割合を占めており、新型「eCanter」は、この用途に理想的な車両です。また、極
端な気象条件のフィンランド北部で2台の車両を配備することは、私たちにとってまたとない機会で
あり、究極の実証試験です」 
 

DB シェンカーは、ヨーロッパで初めて「eCanter」を導入した顧客の一社であり、2018年に従来モデ
ルをベルリンへ納車して以降、ドイツ、フランス、その他のヨーロッパ諸国で導入をしています。現
在、欧州では従来モデルを含む52台の「eCanter」が DB シェンカーの下で稼働をしています。 

 

以 上 
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フィンランドにある DB SCHENKER の施設内で直接 eCanter を充電します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィンランドのクーサモ周辺を走行する eCanter 

 

 

 

三菱ふそうトラック・バス株式会社について 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（MFTBC）は、ダイムラートラック社が 89.29％、三菱グループ各

社が 10.71％の株式を保有し、川崎市に本社を置く商用車メーカーです。90年以上の歴史を持つ

FUSOブランドの、小型、中型、大型トラックやバス、産業用エンジンを含む製品を世界約 170の

市場向けに開発・製造・販売しています。2017年、初の量産型電気小型トラック「eCanter」を市場

に導入し、2019年には、日本の商用車市場のベンチマークとなる、SAEレベル 2相当の高度運

転支援技術を搭載した大型トラック「Super Great」を商用車メーカーとして初めて日本に導入しま

した。MFTBCは、ダイムラー・インディア・コマーシャル・ビークルズ社（DICV）とともにダイムラー・

トラック・アジアの一員として、製品開発、部品調達、生産などの分野で協力し、お客様に最高の
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価値を提供しています。 

 

FUSOブランドについて 

「FUSO」はダイムラートラックのブランドの一つです。世界 170以上の市場において小型、中型、

大型のトラックやバスといった幅広い商用車や、産業エンジン、コネクティビティソリューションを展

開しています。日本の商用車業界における象徴的ブランドであり、90年にわたって、日本ならでは

の品質や熟練技術によって、効率性や安全性、快適性を追求した商品を提供してきました。特に

小型トラックセグメントの商品ラインアップで評価されており、小型トラック「キャンター」は世界中の

様々な市場でトップシェアを獲得しています。2017年には日本初の量産型電気小型トラック

「eCanter」を発売し、FUSOは eモビリティにおけるパイオニアとしての地位を確立しました。FUSO

のブランドスローガンである「Future Together」は、私たちがお客様に対し安全かつサステナブル

な輸送ビジネスを共に未来へ繋いでいくことを約束する意思が込められています。 

 

電気小型トラック「eCanter」について 

今日の都市が抱える騒音や排出ガス、CO2低減の課題を解決する答えとして、MFTBCが 2017

年に発売した国内初の量産型電気小型トラックです。電動で駆動することで排出ガスが一切出な

い「eCanter」は、従来のディーゼル車と比較して騒音や振動も少ないため、都市内輸送のほか深

夜早朝での輸送に適しています。2017年の初代モデル発売後、2020年 8月に安全装備を拡充

した改良モデルを発売し、これまで日本をはじめ、欧州、米国、オーストラリア及びニュージーラン

ドのお客様の下で活用されています。そして 2023年 3月にフルモデルチェンジした新型モデルを

発売し、さらに多様なビジネスニーズへの対応が可能になりました。新型モデルは、さらに多くの

海外市場での展開を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 


